
大
阪
府
連
で
は
第
４
回
中
国
百
科
検

定
に
向
け
て
、
連
続
５
回
の
教
養
講
座
・

対
策
講
座
シ
リ
ー
ズ
の
第
２
回
目
と
し

て
、
１
月
27
日
15
名
が
参
加
し
て
開
か

れ
、
中
国
現
代
演
劇
を
考
え
る
を
テ
ー

マ
に
、
曹
禺
の
「
雷
雨
」
を
中
心
に
、

瀬
戸
宏
摂
南
大
学
外
国
語
学
部
教
授
の

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

現
代
演
劇
の
二
つ
の
概
念
、
広
義
と

狭
義
の
角
度
か
ら
説
明
が
あ
り
、
中
国

話
劇
の
歴
史
を
六
つ
に
区
切
っ
て
、
１

９
０
７
年
か
ら
１
９
３
０
年
代
ま
で
話

さ
れ
ま
し
た
。
曹
禺
が
「
雷
雨
」
を
発

表
し
た
前
後
の
作
風
や
、
「
雷
雨
」
の

あ
ら
す
じ
を
五
つ
に
区
切
っ
て
、
「
雷

雨
」
の
内
容
や
形
式
、
主
題
と
近
代
性

や
形
式
面
に
つ
い
て
詳
細
に
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。
中
国
現
代
演
劇
に
つ
い
て
初

め
て
本
格
的
な
講
義
を
受
け
少
し
納
得

で
き
る
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

司
会
さ
れ
た
山
本
副
会
長
か
ら
「
め
っ

た
に
知
る
機
会
の
な
い
中
国
現
代
演
劇

（
話
劇
）
に
つ
い
て
、
曹
寓
「
雷
雨
」

に
つ
い
て
の
映
像
を
駆
使
し
た
お
話
を

お
う
か
が
い
す
る
こ
と
が
で
き
、

１
９
３
０
年
代
か
ら
今
日
ま
で

途
絶
え
る
こ
と
な
く
上
演
さ
れ

て
い
る
演
劇
で
非
常
に
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。

た
だ
、
第
２
テ
ー
マ
『
テ
キ
ス

ト
文
化
・
芸
術
・
風
俗
習
慣
ー

私
な
ら
こ
う
読
む
』
に
つ
い
て

は
省
か
れ
、
こ
れ
に
期
待
を
寄

せ
て
お
ら
れ
た
方
に
は
、
や
や

肩
透
か
し
と
な
っ
て
し
ま
い
、

企
画
側
の
詰
め
の
甘
さ
露
呈
と

大
い
に
反
省
し
、
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。
」
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中
国
百
科
検
定
第
２
回
対
策
講
座

中
国
現
代
演
劇
（
話
劇
）
曹
寓
「
雷
雨
」
を

府連通信

１
８
カ
レ
ン
ダ
ー
・
年
末
募
金

カ
レ
ン
ダ
ー
は
府
連
の
目
標
３
０
０
本
、

年
末
募
金
は
50
件
14
万
円
で
し
た
。

ご
協
力
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

２
月
４
日
大
阪
帰
国
者
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
た
２
０
１
８
春
節
の

つ
ど
い
交
流
会
は
、
八
〇
名
が
参

加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

つ
ど
い
は
平
松
さ
ん
と
坂
手
さ

ん
の
司
会
で
進
め
ら
れ
、
帰
国
者

セ
ン
タ
ー
辻
本
理
事
長
の
あ
い
さ

つ
、
布
川
さ
ん
の
乾
杯
で
ス
タ
ー

ト
。
サ
ッ
ク
ス
の
演
奏
や
漢
詩
の

朗
読
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
太
極
拳

の
表
演
や
帰
国
者
セ
ン
タ
ー
女
性

に
よ
る
『
広
場
舞
』
や
『
ヤ
ン
コ

踊
り
』
、
お
楽
し
み
抽
選
会
で
は

空
く
じ
な
し
の
景
品
に
楽
し
い
ひ

と
時
を
す
ご
し
ま
し
た
。

料
理
は
セ
ン
タ
ー
料
理
長
の
候

さ
ん
に
よ
る
、
白
菜
餃
子
や
ニ
ラ

餃
子
、
野
菜
た
っ
ぷ
り
の
珍
し
い

料
理
八
種
類
を
早
朝
か
ら
準
備
さ

れ
、
街
の
中
華
料
理
店
で
は
口
に

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
東
北
地

方
の
本
格
的
家
庭
料
理
に
参
加
者

か
ら
「
初
め
て
食
べ
た
け
ど
、
お

い
し
か
っ
た
。
」
「
優
し
さ
溢
れ

る
集
い
で
し
た
。
中
国
料
理
で
皆

笑
顔
！
鮮
や
か
な
色
彩
い
っ
ぱ
い

の
ダ
ン
ス
も
良
か
っ
た
。
テ
ー
ブ

ル
で
の
会
話
時
間
と
参
加
者
の
交

流
が
も
っ
と
あ
れ
ば
。
帰
国
者
セ

ン
タ
ー
の
皆
様
の
発
言
が
な
か
っ

た
の
が
残
念
」
と
の
感
想
が
あ
り
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
好
評
を
得
ま

し
た
。

な
お
各
テ
ー
ブ
ル
で
入
会
を
勧

め
二
名
が
加
入
さ
れ
ま
し
た
。

18
春
節
の
つ
ど
い
交
流
会

優
し
さ
溢
れ
る
集
い
、
中
国
料
理
で
皆
笑
顔

川代渓谷・12号Ｆ

中国百科検定対策講座

第
４
回
中
国
百
科
検
定

３
月
21
日
（
祝
）
15
時
か
ら
50
分

難
波
代
々
木
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大
阪
南
校

申
し
込
み
締
切
り
２
月
21
日

２月１７日(土)13：30～ 国労会館（ＪＲ天満駅）

講師：井手啓二・元長崎大学教授
「中国の長期発展構想ー第19回党大会の読み方」

井手先生が語る、あなたの知らない中国、21 世紀中葉ま

での3 段階発展構想を打ち出した、中国社会の今、将来に

ついて多面的に考え、論議いたしましょう。

中国百科検定受験対策講座

太極拳と広場舞の表演

前田尋きりえ展 2/12～17 マサゴ画廊
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西
支
部
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
を
２

月
７
日
、
15
名
の
参
加
で
４
レ
ー

ン
に
分
か
れ
て
２
ゲ
ー
ム
行
い
、

一
年
ぶ
り
の
楽
し
い
ひ
と
時
を
過

ご
し
ま
し
た
。
優
勝
は
初

参
加
の
富
田
林
か
ら
初
参

加
の
野
口
さ
ん
で
し
た
。

ス
ト
ラ
イ
ク
も
た
く
さ

ん
出
ま
し
た
が
、
ガ
ー
タ
ー

も
多
く
ア
ベ
レ
ー
ジ
は
２

ゲ
ー
ム
１
８
０
か
ら

３

３
０
ぐ
ら
い
の
成
績
で
し

た
。
懇
親
会
で
ゲ
ー
ム
を

振
り
返
っ
て
交
流
を
深
め

大
い
に
も
り
あ
が
り
ま
し
た
。

当
日
午
後
の
西
支
部
役
員
会
で

は
、
太
極
拳
教
室
１
０
０
期
と
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
30
万
ア
ク
セ
ス
を

記
念
し
て
盛
大
な

行
事
を
企
画
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
昨
年
は
「
日

中
友
好
太
極
拳
練

習
会
Ｉ
Ｎ
門
真
」

に
１
２
０
名
が
参

加
し
、
第
２
弾
と

し
て
各
教
室
節
目

の
記
念
と
し
て
太

極
拳
ま
つ
り
を
開
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

私
た
ち
が
関
西
で
太
極
拳
の
普

及
を
初
め
て
４
２
年
目
に
な
り
ま

す
。
今
年
は
日
中
友
好
条
約
締
結

４
０
周
年
の
年
で
も
あ
り
又
、
大

阪
府
連
教
室
は
１
１
１
期
、
西
支

部
教
室
は
１
０
０
期
、
門
真
教
室

１
０
周
年
、
京
都
教
室
１
２
０
期
、

和
歌
山
同
好
会
４
０
周
年
と
そ
れ

ぞ
れ
節
目
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。

改
め
て
愛
好
家
が
集
い
交
流
を

深
め
、
素
晴
ら
し
い
「
太
極
拳
ま

つ
り
」
を
企
画
し
ま
す
。

中
国
百
科
検
定
試
験
に
は
、
役

員
み
ん
な
で
受
験
を
勧
め
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

西
支
部
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会

初
参
加
者
が
優
勝

優勝の野口さんが投げています

新
年
会
は
１
月
19
日
、
10
名
の

参
加
で
居
酒
屋
「
漁
火
」
で
行
い

ま
し
た
。
新
年
会
を
盛
り
上
げ
た

い
と
、
昨
年
訪
中
し
た
支
部
長
よ

り
、
中
国
の
小
作
品
を
お
年
玉
と

し
て
参
加
者
全
員
に
配
ら
れ
、
こ

れ
何
？
と
不
思
議
に
思
わ
れ
気
持

ち
が
ゆ
る
み
ま
し
た
。

初
参
加
の
方
が
お
ら
れ
ま
し
た

の
で
自
己
紹
介
を
お
願
い
、
そ
の

中
で
「
以
前
、
日
中
文
化
交
流
が

あ
っ
て
北
京
へ
行
っ
た
、
韓
国
で

の
開
催
に
も
参
加
、
日
本
高
齢
者

運
動
の
中
で
３
ヶ
国
、
中
国
、
韓

国
、
日
本
で
の
催
し
だ
っ
た
が
今

ど
う
な
っ
て
い
る
か
・
・
・
」
と
。

又
、
昨
年
10
月
に
開
か
れ
た
中

国
共
産
党
大
会
で
習
近
平
思
想
が

憲
法
に
と
い
う
こ
と
な
ど
、
中
国

は
今
後
ど
う
な
る
の
か
心
配
と
の

声
も
出
さ
れ
、
こ
れ
は
学
習
し
な

い
と
と
い
う
思
い
に
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
昨
年
亡
く
な
っ
た
事
務

局
長
の
お
姉
様
よ
り
か
わ
い
い
干

支
の
手
づ
く
り
ワ
ン
ち
ゃ
ん
が
届

き
ま
し
た
の
で
抽
選
、
帰
国
者
の

下
岡
さ
ん
に
当
た
り
、
み
ん
な
で

楽
し
く
喜
び
合
う
な
ど
元
気
の
出

る
年
の
始
め
と
な
り
ま
し
た
。

（
栗
山
俊
子
）

東
大
阪
支
部
新
年
会

訪
中
土
産
を
全
員
に

堺
支
部
が
再
ス
タ
ー
ト
し
て

４
か
月
。
堺
と
中
国
の
歴
史
交
流

等
を
調
べ
、
民
間
交
流
を
活
発
に

す
る
取
り
組
み
「
泉
州
堺
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
特
に

「
泉
州
堺
」
の
い
わ
れ
を
め
ぐ
る

福
建
省
「
泉
州
市
」
と
の
歴
史
交

流
や
、
姉
妹
都
市
「
連
雲
港
市
」

漢
方
薬
の
こ
と
な
ど
を
中
心
に
多

彩
な
取
り
組
み
を
考
え
て
い
ま
す
。

第
１
回
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

調
査
項
目
と
し
て

①
福
建
省
泉

州
市
と
堺
、
泉
州
堺
の
い
わ
れ
と

堺
の
商
人
に
つ
い
て

②
漢
方
薬

と
堺
の
歴
史
、
お
茶
、
産
業
、
伝

統
芸
能
、
富
山
の
薬
売
り
（
反
魂

丹
）
、
鞆
の
浦
（
保
命
酒
、
朝
鮮

通
信
使
）

堺
市
の
中
国
姉
妹
都
市
連
雲
港

市
の
こ
と
や
徐
福
（
不
老
長
寿
の

薬
、
徐
福
村
）
泉
州
市
訪
問
や
弘

法
大
師
空
海
の
こ
と
な
ど
も
検
討

し
ま
し
た
。
堺
市
へ
の
要
望
と
し

て
竹
山
市
長
の
「
ア
ジ
ア
包
摂
都

市
構
想
」
に
つ
い
て
説
明
を
聞
く

事
も
計
画
し
ま
す
。
＊
堺
市
博
物

館
館
長
角
山
栄
「
堺
・
海
の
都
市

文
明
」
角
山
文
庫
（
中
央
図
書
館
）

＊
「
国
際
堺
学
を
学
ぶ
人
の
た
め

に
」
木
村
一
信
、
西
尾
薫
編
（
浅
田
）

堺
支
部

泉
州
堺
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
発
足

吹
田
上
映
会
は
１
月
11
か
ら
18
日

３
回
上
映
、
６
０
０
数
十
人
が
鑑
賞
。

「
日
中
戦
争
に
反
対
し
た
僧
侶
が
い

る
な
ん
て
」
「
若
い
人
に
も
観
て
ほ

し
い
」
「
友
人
に
薦
め
る
次
の
上
映

会
は
？
」
と
、
ア
ン
ケ
ー

ト
が
多
数
寄
せ
ら
れ
、

カ
ン
パ
も
20
万
円
を
超

え
ま
し
た
。
地
域
九
条

の
会
、
平
和
委
員
会
、

退
職
教
員
の
会
、
民
青

同
盟
、
新
婦
人
の
会
、

日
中
な
ど
が
実
行
委
員

会
の
主
力
。
今
回
の
会

場
は
駅
に
隣
接
し
て
便
利
で
あ
っ
た

の
で
た
く
さ
ん
の
市
民
の
方
が
鑑
賞

好
評
で
し
た
。

大
阪
の
上
映
会
は
こ
れ
ま
で
堺
、

大
阪
市
内
、
高
槻
、
池
田
、
箕
面
で

実
施
さ
れ
３
２
０
０
人
が
鑑
賞
。

近
日
上
映
予
定
は
「
阿
倍
野
市

民
学
習
セ
ン
タ
ー
」
２
月
17
日

（
土
）
①
10
時
～
②
14
時
～
。

「
大
阪
市
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー
・

コ
コ
ホ
ー
ル
」
（
新
大
阪
駅
東

口
徒
歩
５
分
）
３
月
９
日
（
金
）

①
14
時
、
②
16
時
30
分
、
③
19

時
で
す
。

（
山
本
恒
人
）

映
画
「
明
日
へ
」
３
２
０
０
人
が
鑑
賞

①3/27（火）10：00～11：30 大阪府連教室

②3/29（木）18：30～20：00 大阪府連教室

③3/31（土）10：00～11：30 大阪府連教室

初心者を対象とした講座で定員は各回１４名です。

事前に事務局まで、お申し込みください。

第１０８期中国語講座は、４月２日スタートです。

中国語講座無料入門レッスン


